
 
 
 
 
 

子どもは、感じたこと・考えたことをこれまでの経験と結びつけて、自分なりの論理を
展開します。保育者が子どもの心の動きや言葉を大切に捉えることは、子どもの論理
を知ることにつながっていると思います。私たち保育者が、子どもの「不思議」から始
まる子どもなりの論理を取り上げながら、環境作りや援助のあり方を探求し、子どもの
主体的な活動を支えていきたいと考えました。 
 また、その子どもなりの論理は、遊びだけでなく生活とも密接に結びついているよう
に感じました。その結びつき（つながり）を保育者が捉え、必要な援助をしながら活動
が発展していくよう心がけました。 

科学する心とは ～主題の捉えと実践～ 
          若葉台保育園（福島県いわき市）         [５歳児]
 幼児期の「科学する心」を下記の構造図のように捉えました。
そこで、５歳児のオタマジャクシの事例から把握できる子どもの姿を、その中で具体的に示した“８つ
の心”に重ねてさらに理解を深める。                ＝事例の姿  
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オタマジャクシには田
んぼの水がいいか、汲み
置きした水道水がいい
か確かめる。 

５月の連休明けに大きくなって
いるオタマジャクシに気付き喜
ぶ。田んぼに行ってみると、田ん
ぼのオタマジャクシはもっと大
きい！どうしてなのか考え合う。 

自分で探し出した餌を
持ち寄って与える。 

カエルになり喜ぶが、
餌を与えられなくな
り心配する。田んぼに
放す。 

卵が次第に離れ、黒い
所の形が変わってオタ
マジャクシになってい
く様子を描く。 

散歩に行った時、田んぼ
で卵を見つけ、持ち帰る。

卵の黒い所がオタマジャク
シの形になってきた。丸い
殻はどこへ行ったの？水に
溶けた？食べちゃったの？ 

５歳児が散
歩で見つけ
たことを知
り、後日４
歳児も一緒
にオタマジ
ャクシを捕
りに行き飼
う。 

みどころ 
 「科学する心」について捉えた内容から、子どもたちの成長を判断することができます。そこに実際の
姿を当てはめることで、｢科学する心｣の育ちが期待できる体験を重ねている子どもたちの実態を把握する
ことに結び付いています。 
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